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f は原点中心の 回転と大きさ 22 ba  倍の合成変換である。 

C の中心 )0,1( は f によって ),( ba に移る。C の像が領域D に含まれるためには 0a  ──① 
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②は a軸対称の双曲線である。
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以上①～③より、 ),( ba 全体がなす図形は、下図の実線部である。点
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(注) 

C の f による像は円であると見なして解答したが、きちんと論証すべきかもしれない。 

C の f による像を計算して求めると、下記のようになる。 
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)1( 22  yx である。C 上の点 ),( yx の f による像を、 ),( qp とすると 
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したがって、C の f による像は、中心 ),( ba 、半径 22
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